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１　

は
じ
め
に

（
１
）
地
方
自
治
法
２
４
２
条
の
２
が
規
定
す
る
住

民
訴
訟
と
は
、「
参
政
権
」
の
一
種
と
し
て
住
民
に

特
別
な
訴
権
が
認
め
ら
れ
た
訴
訟
で
あ
り
、（

（
（

行
政
事

件
訴
訟
法
５
条
が
規
定
す
る
「
民
衆
訴
訟
」
で
あ
っ

て
、（

（
（

「
法
律
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
法
律
に
定

め
る
者
に
限
り
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
行

政
事
件
訴
訟
法
4（
条
）
も
の
で
あ
り
、
法
律
に
定
め

ら
れ
た
要
件
に
該
当
し
な
い
と
き
は
、「
不
適
法
」

な
も
の
と
し
て
「
却
下
」
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
そ
れ
故
、
地
方
自
治
法
２
４
２
条
が
規
定
す

る
「
住
民
監
査
請
求
」
を
経
て
い
な
い
住
民
訴
訟
は
、

不
適
法
な
も
の
と
し
て
「
却
下
」
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
し
、「
住
民
監
査
請
求
」を
経
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、

「
住
民
監
査
請
求
」
自
体
が
不
適
法
な
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
、同
じ
く
「
却
下
」
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
地
方
自
治
法
２
４
２
条
２
項
は
、
そ
の
本
文

に
お
い
て
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
は
、
当
該
行

為
の
あ
っ
た
日
又
は
終
わ
っ
た
日
か
ら
１
年
を
経
過

し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

と
規
定
し
、住
民
監
査
請
求
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る「
１

年
ル
ー
ル
」
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
た
だ
し
書
に

お
い
て
、「
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。」
と
規
定
し
、「
正
当
な
理
由
」

が
あ
る
場
合
に
は
、
上
記
「
１
年
ル
ー
ル
」
の
適
用

が
排
除
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

「
財
務
会
計
上
の
行
為
」（

（
（

が
１
年
以
上
前
に
行
わ
れ

た
事
案
お
い
て
は
、
２
４
２
条
２
項
た
だ
し
書
が
規

定
す
る
「
正
当
な
理
由
」
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が

訴
訟
に
お
け
る
重
要
な
争
点
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
４
）
地
方
自
治
法
２
４
２
条
２
項
た
だ
し
書
が
規

定
す
る
「
正
当
な
理
由
」
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が

争
わ
れ
た
事
案
と
し
て
は
、
す
で
に
最
高
裁
昭
和
6（

年
４
月
（（
日
第
二
小
法
廷
判
決
（
判
例
地
方
自
治
48

号
（5
頁
）
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
最
高
裁
昭
和

6（
年
判
決
の
事
案
は
、「
予
算
外
収
入
の
金
員
で
さ

れ
た
予
算
外
支
出
」
の
い
わ
ゆ
る
「
裏
金
」
に
関
す

る
事
案
で
あ
り
、
最
高
裁
昭
和
6（
年
判
決
は
、
地
方

自
治
法
２
４
２
条
２
項
た
だ
し
書
が
規
定
す
る
「
正

当
な
理
由
」
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、「
被
上
告
人

ら
精
華
町
の
住
民
に
と
っ
て
、
遅
く
と
も
「
精
華
町

議
会
だ
よ
り
第
（5
号
」
が
配
布
さ
れ
た
昭
和
59
年
（0

月
中
旬
ま
で
に
は
、
町
長
で
あ
る
上
告
人
甲
が
府
営

祝
園
地
区
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
用
地
買
収
の
補
償

金
と
し
て
町
の
公
金
９
３
８
万
円
を
違
法
又
は
不
当

に
支
出
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
筈
で
あ
り
、

被
上
告
人
ら
精
華
町
の
住
民
が
こ
の
時
か
ら
相
当
な

期
間
内
に
監
査
請
求
を
し
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
法

２
４
２
条
２
項
但
書
に
い
う
「
正
当
な
理
由
」
の
有

無
を
判
断
す
べ
き
」
も
の
で
あ
る
と
判
示
し
、
要
す

地
方
自
治
法
２
４
２
条
２
項
た
だ
し
書
の
「
正
当
な

理
由
」
の
判
断
基
準
に
つ
い
て

弁
護
士

松
崎
　
　
勝

京
都
市
住
民
監
査
請
求
事
件

最
高
裁
平
成
14
年
９
月
12
日
第
一
小
法
廷
判
決
（
民
集
56
巻
７
号
１
４
８
１
頁
）

重
要
判
例
に
学
ぶ

地
方
自
治
の
知
識



101◆自治体法務研究 2013・秋

る
に
、
住
民
が
当
該
支
出
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
時

か
ら
住
民
監
査
請
求
を
な
す
ま
で
の
期
間
に
よ
っ
て

「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
を
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ

る
と
判
示
し
、
続
け
て
、「
被
上
告
人
は
右
の
時
か

ら
４
か
月
余
を
経
過
し
た
昭
和
60
年
３
月
８
日
に

な
っ
て
は
じ
め
て
本
件
監
査
請
求
を
し
た
の
で
あ
る

か
ら
、
本
件
監
査
請
求
が
本
件
支
出
の
あ
っ
た
日
か

ら
１
年
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
同

項
但
書
に
い
う
「
正
当
な
理
由
」
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。」
と
判
示
し
、
結
論
と
し
て
、
住

民
（
原
告
）
が
当
該
支
出
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
時

か
ら
４
か
月
後
に
な
し
た
住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
２
４
２
条
２
項
た
だ
し
書
が
規
定

す
る
「
正
当
な
理
由
」
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、

不
適
法
で
あ
る
旨
判
示
し
、
住
民
は
、
新
聞
報
道
に

よ
っ
て
昭
和
60
年
２
月
に
な
っ
て
裏
金
に
よ
る
支
出

を
知
っ
た
の
で
あ
り
、
昭
和
60
年
２
月
の
時
点
か
ら

す
れ
ば
、
昭
和
60
年
３
月
に
な
さ
れ
た
住
民
監
査
請

求
は
１
か
月
後
に
な
さ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
法

２
４
２
条
２
項
た
だ
し
書
が
規
定
す
る
「
正
当
な
理

由
」
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
原
審
大
阪
高
裁
昭
和
6（

年
５
月
（（
日
判
決（

4
（

を
破
棄
し
、
住
民
訴
訟
を
不
適
法

却
下
し
た
第
１
審
京
都
地
裁
昭
和
60
年
（（
月
４
日
判

決（
5
（

を
是
認
す
る
旨
判
決
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
５
）
最
高
裁
昭
和
6（
年
判
決
は
、
上
記
に
述
べ
た

と
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
裏
金
」
に
関
す
る
公
金
の
支

出
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は

特
殊
、
例
外
的
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、「
裏

金
」で
は
な
い
公
共
団
体
の
公
金
の
支
出
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
２
４
２
条
２
項
た
だ
し
書
が
規
定
す
る

「
正
当
な
理
由
」
は
、
い
か
な
る
場
合
に
認
め
ら
れ

る
か
が
問
題
と
な
っ
た
の
が
最
高
裁
平
成
（4
年
９
月

（（
日
第
一
小
法
廷
判
決
で
あ
る
。

２　

事
案
の
概
要

（
１
）
原
告
ら
は
、
京
都
市
の
住
民
で
あ
る
が
、
京

都
市
が
支
出
し
た
昭
和
6（
年
度
の
同
和
対
策
費
に
つ

い
て
、
違
法
な
公
金
の
支
出
に
該
当
す
る
と
し
て
、

平
成
２
年
３
月
７
日
、
京
都
市
監
査
委
員
に
対
し
、

住
民
監
査
請
求
を
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
京
都
市
監

査
委
員
は
、
同
月
（0
日
、
上
記
監
査
請
求
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
２
４
２
条
２
項
本
文
が
規
定
す
る

１
年
ル
ー
ル
に
反
す
る
不
適
法
な
も
の
で
あ
る
、
と

し
て
却
下
し
た
。

（
２
）
そ
こ
で
、原
告
ら
は
、京
都
市
長
で
あ
る
Ａ
（
訴

訟
の
途
中
で
Ａ
が
死
亡
し
、
Ａ
の
相
続
人
ら
が
訴
訟

を
承
継
し
て
い
る
。）
及
び
京
都
市
民
生
局
同
和
対

策
室
長
で
あ
る
Ｂ
に
対
し
、
地
方
自
治
法
２
４
２
条

の
２
第
１
項
４
号
（
平
成
（4
年
法
律
第
４
号
に
よ
る

改
正
前
の
も
の
）
に
よ
り
、
京
都
市
に
代
位
し
て
、

京
都
市
に
金
３
４
０
万
円
（
及
び
遅
延
損
害
金
）
を

支
払
う
よ
う
求
め
る
住
民
訴
訟
を
提
起
し
た
。

（
３
）
本
件
で
問
題
と
さ
れ
た
公
金
の
支
出
は
、
あ

く
ま
で
も
昭
和
6（
年
度
の
支
出
（
具
体
的
に
は
、
①

昭
和
6（
年
５
月
（（
日
支
出
日
の
金
１
２
０
万
円
、
②

同
年
８
月
（0
日
支
出
日
の
金
１
０
０
万
円
、
③
同
年

（（
月
（4
日
支
出
日
の
金
１
２
０
万
円
の
合
計
金

３
４
０
万
円
）
で
あ
り
、
本
件
監
査
請
求
は
「
１
年

ル
ー
ル
」
か
ら
す
れ
ば
、
時
期
に
遅
れ
た
も
の
で
あ

る
の
で
、「
正
当
な
理
由
」
が
存
在
す
る
か
否
か
が

争
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
最
高
裁
昭
和
6（
年
判
決
の

事
案
と
は
異
な
り
、
予
算
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
裏
金
」
で
は
な
い
も
の

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
訴
訟
の
争
点
は
、「
裏
金
」

で
は
な
い
公
金
の
支
出
に
つ
い
て
も
、
地
方
自
治
法

２
４
２
条
２
項
た
だ
し
書
が
規
定
す
る
「
正
当
な
理

由
」
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

３　

第
１
審
：
京
都
地
裁
平
成
９
年
１

月
17
日
判
決
（
判
例
地
方
自
治

１
６
８
号
39
頁
）

京
都
地
裁
は
、
原
告
ら
が
問
題
と
し
た
公
金
の
支

出
に
つ
い
て
、
領
収
書
の
添
付
が
な
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
秘
密
裡
に
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、「
普
通
地
方
公
共
団
体
の

執
行
機
関
・
職
員
の
財
務
会
計
上
の
行
為
が
秘
密
裡

に
さ
れ
た
場
合
、
法
２
４
２
条
２
項
た
だ
し
書
に
い

う
「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
は
、
特
段
の
事
情
の
な

い
限
り
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
住
民
が
相
当
の
注

意
力
を
も
っ
て
調
査
し
た
と
き
に
客
観
的
に
み
て
当

該
行
為
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
、
ま
た
、
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当
該
行
為
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
解
さ
れ
る
時
か

ら
相
当
な
期
間
内
に
監
査
請
求
を
し
た
か
ど
う
か
に

よ
っ
て
判
断
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
（
最
高
裁
判
所
昭
和
6（
年
（
行
ツ
）
第
76
号
・
同

6（
年
４
月
（（
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
裁
判
集
民
事

１
５
４
巻
57
号
）。」
と
判
示
し
、
最
高
裁
昭
和
6（
年

判
決
を
引
用
し
た
う
え
、
毎
日
新
聞
、
朝
日
新
聞
、

京
都
新
聞
が
平
成
元
年
（（
月
（（
日
、（（
日
に
わ
た
り
、

本
件
公
金
支
出
の
問
題
を
報
道
し
て
い
る
事
実
を
認

定
し
、「
本
件
に
お
い
て
、
京
都
市
の
住
民
が
相
当

の
注
意
力
を
も
っ
て
調
査
し
た
場
合
に
は
、
客
観
的

に
み
て
平
成
元
年
（（
月
（（
日（
遅
く
と
も
同
月
（（
日
）

に
は
本
件
各
支
出
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
認
め
る

の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、
結
論
と
し
て
、

新
聞
報
道
か
ら
３
か
月
余
経
過
し
た
平
成
２
年
３
月

７
日
に
な
さ
れ
た
住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て
は
、「
相

当
な
期
間
内
に
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。」
と
判
示
し
、
本
件
訴
え
の
全
て
を
却
下
し
た
。

４　

控
訴
審:

大
阪
高
裁
平
成
９
年
11

月
19
日
判
決
（
民
集
56
巻
７
号

１
５
１
７
頁
参
照
）

（
１
）
大
阪
高
裁
は
、
最
高
裁
昭
和
6（
年
判
決
の
判

示
に
つ
い
て
は
、
公
金
の
支
出
が
「
秘
密
裡
に
な
さ

れ
た
」
場
合
の
判
示
で
あ
る
と
解
し
た
う
え
、「
一

般
に
地
方
公
共
団
体
の
行
う
財
務
会
計
行
為
は
そ
の

存
否
、
内
容
及
び
支
出
理
由
を
公
表
し
な
い
の
が
通

常
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
右
に
い
う
秘
密
裡
と

は
特
に
財
務
会
計
行
為
の
存
在
及
び
そ
の
違
法
、
不

当
性
を
秘
匿
す
る
場
合
を
指
し
、
住
民
が
右
財
務
会

計
行
為
の
存
在
を
法
律
上
も
事
実
上
も
知
り
得
な

か
っ
た
全
て
の
場
合
を
指
す
も
の
で
は
な
い
と
解
さ

れ
る
。」
と
判
示
し
た
う
え
、
本
件
で
問
題
と
さ
れ

る
公
金
の
支
出
の
う
ち
、
支
出
日
が
昭
和
6（
年
５
月

（（
日
と
８
月
（0
日
で
あ
る
①
金
１
２
０
万
円
と
②
金

１
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
秘
密
裡
に
な

さ
れ
た
も
の
で
な
い
以
上
、「
正
当
な
理
由
」
は
認

め
ら
れ
な
い
と
判
示
し
、
第
１
審
大
阪
地
裁
の
判
断

を
是
認
し
、
控
訴
を
棄
却
し
た
。

（
２
）
な
お
、
支
出
日
が
昭
和
6（
年
（（
月
（4
日
で
あ

る
③
金
１
２
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
へ
の
支

払
い
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
者
へ

の
支
払
い
に
よ
っ
て
外
部
の
認
識
が
可
能
と
な
る
も

の
で
あ
る
以
上
、
第
三
者
へ
の
支
払
い
が
終
了
し
た

と
き
が
基
準
と
な
る
旨
判
示
し
た
う
え
、
第
三
者
へ

の
支
払
い
の
完
了
は
平
成
元
年
３
月
（（
日
で
あ
る
と

判
示
し
、「
１
年
ル
ー
ル
」
か
ら
し
て
も
、
適
法
な
住

民
監
査
請
求
を
経
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
第

１
審
大
阪
地
裁
の
判
断
を
取
り
消
し
、
上
記
部
分
に

つ
い
て
、大
阪
地
裁
に
差
し
戻
す
旨
の
判
決
を
し
た
。

５
．
上
告
審:

最
高
裁
平
成
14
年
９
月

12
日
第
一
小
法
廷
判
決

（
１
）
原
告
（
住
民
）
ら
は
、
大
阪
高
裁
判
決
の
上

記
「
正
当
な
理
由
」
に
関
す
る
判
示
、
判
断
を
不
服

と
し
て
上
告
（
平
成
（0
年
（
行
ツ
）
第
69
号
）
し
、

被
告
（
京
都
市
長
（
よ
り
正
し
く
は
京
都
市
長
の
遺

族
））
ら
も
、
大
阪
高
裁
判
決
の
第
三
者
へ
の
支
払

終
了
時
が
基
準
と
な
る
と
の
判
示
、
判
断
を
不
服
と

し
て
上
告
（
平
成
（0
年
（
行
ツ
）
第
70
号
）
し
た
。

（
２
）
最
高
裁
は
、
ま
ず
、「
１
年
ル
ー
ル
」
に
関
し
、

大
阪
高
裁
の
「
第
三
者
へ
の
支
払
終
了
時
が
基
準
と

な
る
」
と
の
判
断
に
つ
い
て
は
、「
法
２
４
２
条
２

項
本
文
は
、
財
務
会
計
上
の
行
為
の
あ
っ
た
日
又
は

終
わ
っ
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
監
査
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
定
め
る
と
こ
ろ
、

上
記
行
為
の
あ
っ
た
日
と
は
一
時
的
行
為
の
あ
っ
た

日
を
、
上
記
行
為
の
終
わ
っ
た
日
と
は
継
続
的
行
為

に
つ
い
て
そ
の
行
為
が
終
わ
っ
た
日
を
、
そ
れ
ぞ
れ

意
味
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
当
該

行
為
が
外
部
に
対
し
て
認
識
可
能
と
な
る
か
否
か

は
、
同
項
本
文
所
定
の
監
査
請
求
期
間
の
起
算
日
の

決
定
に
何
ら
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。」
と
判
示
し
、
さ
ら
に
、「
こ
れ
ら
を
対
象
と
す

る
監
査
請
求
は
、
本
件
監
査
請
求
の
あ
っ
た
平
成
２

年
３
月
７
日
に
初
め
て
さ
れ
た
と
し
て
も
、
あ
る
い

は
第
１
審
原
告
ら
が
主
張
す
る
よ
う
に
同
年
２
月
（7

日
に
さ
れ
た
と
し
て
も
、
ウ
（
支
出
日
が
昭
和
6（
年

（（
月
（4
日
で
あ
る
③
金
１
２
０
万
円
。
筆
者
注
記
）

の
各
財
務
会
計
行
為
の
あ
っ
た
日
か
ら
同
項
本
文
所

定
の
１
年
の
監
査
請
求
期
間
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ
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た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、
大
阪

高
裁
の
判
断
が
誤
っ
て
い
る
旨
を
判
示
し
、
結
論
と

し
て
、「
以
上
に
よ
れ
ば
、
原
審
の
前
記
判
断
に
は

法
令
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
り
、
こ
の
違

法
は
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
論
旨
は
理
由
が
あ
り
、
原
判
決
中
上
記
判
断
に

係
る
部
分
は
破
棄
を
免
れ
な
い
。
そ
し
て
、
ウ
の
各

財
務
会
計
行
為
を
対
象
と
す
る
監
査
請
求
に
法

２
４
２
条
２
項
た
だ
し
書
に
い
う
正
当
な
理
由
が
あ

る
か
否
か
に
つ
き
更
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
、

上
記
部
分
に
つ
き
本
件
を
原
審
に
差
し
戻
す
の
が
相

当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。

（
３
）
最
高
裁
は
、
次
に
、
大
阪
高
裁
が
「
正
当
な

理
由
」
の
有
無
が
問
題
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

「
秘
密
裡
に
な
さ
れ
た
」
場
合
に
限
ら
れ
る
と
判
示

し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
法
２
４
２
条
２
項
本

文
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
、
職
員
の

財
務
会
計
上
の
行
為
は
、
た
と
え
そ
れ
が
違
法
、
不

当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
つ
ま
で
も
監
査

請
求
な
い
し
住
民
訴
訟
の
対
象
と
な
り
得
る
も
の
と

し
て
お
く
こ
と
が
法
的
安
定
性
を
損
な
い
好
ま
し
く

な
い
と
し
て
、
監
査
請
求
の
期
間
を
定
め
て
い
る
。

し
か
し
、
当
該
行
為
が
普
通
地
方
公
共
団
体
の
住
民

に
隠
れ
て
秘
密
裡
に
さ
れ
、
１
年
を
経
過
し
て
か
ら

初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
等
に
も
そ
の
趣
旨
を

貫
く
の
が
相
当
で
な
い
こ
と
か
ら
、
同
項
た
だ
し
書

は
、「
正
当
な
理
由
」
が
あ
る
と
き
は
、例
外
と
し
て
、

当
該
行
為
の
あ
っ
た
日
又
は
終
わ
っ
た
日
か
ら
１
年

を
経
過
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
普
通
地
方
公
共
団
体

の
住
民
が
監
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
の
よ
う

に
当
該
行
為
が
秘
密
裡
に
さ
れ
た
場
合
に
は
、
同
項

た
だ
し
書
に
い
う
「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
は
、
特

段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
住

民
が
相
当
の
注
意
力
を
も
っ
て
調
査
し
た
と
き
に
客

観
的
に
み
て
当
該
行
為
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど

う
か
、
ま
た
、
当
該
行
為
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と

解
さ
れ
る
時
か
ら
相
当
な
期
間
内
に
監
査
請
求
を
し

た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る

（
最
高
裁
昭
和
6（
年
（
行
ツ
）
第
76
号
同
6（
年
４
月

（（
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
裁
判
集
民
事
１
５
４
号
57

頁
参
照
）。」
と
判
示
し
た
う
え
、続
け
て
、「
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は
、
当
該
行
為
が
秘
密
裡
に
さ
れ
た
場
合

に
限
ら
ず
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
住
民
が
相
当
の

注
意
力
を
も
っ
て
調
査
を
尽
く
し
て
も
客
観
的
に
み

て
監
査
請
求
を
す
る
に
足
り
る
程
度
に
当
該
行
為
の

存
在
又
は
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
も
同
様
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示

し
、
結
論
と
し
て
、「
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な

場
合
に
は
、
上
記
正
当
な
理
由
の
有
無
は
、
特
段
の

事
情
の
な
い
限
り
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
住
民
が

相
当
の
注
意
力
を
も
っ
て
調
査
す
れ
ば
客
観
的
に
み

て
上
記
の
程
度
に
当
該
行
為
の
存
在
及
び
内
容
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
と
解
さ
れ
る
時
か
ら
相
当
な
期
間

内
に
監
査
請
求
を
し
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、
本
件
を
大
阪
高

裁
に
差
し
戻
し
た
。

６
．
お
わ
り
に

（
１
）
最
高
裁
平
成
（4
年
９
月
（（
日
判
決
は
、
地
方

自
治
法
２
４
２
条
２
項
た
だ
し
書
の「
正
当
な
理
由
」

の
有
無
の
判
断
枠
組
に
関
し
、当
該
行
為
が
「
裏
金
」

の
支
出
等
、
秘
密
裡
に
行
わ
れ
た
場
合
に
限
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
判
示
す
る

と
と
も
に
、
他
方
、
住
民
が
当
該
行
為
を
「
知
っ
た

時
」
を
基
準
と
し
て
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、「
普

通
地
方
公
共
団
体
の
住
民
が
相
当
の
注
意
力
を
も
っ

て
調
査
す
れ
ば
客
観
的
に
み
て
上
記
の
程
度
（
監
査

請
求
を
す
る
に
足
り
る
程
度
。
筆
者
注
記
）
に
当
該

行
為
の
存
在
及
び
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
解

さ
れ
る
時
か
ら
相
当
な
期
間
内
に
監
査
請
求
を
し
た

か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。」

と
判
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
２
４
２

条
２
項
が
規
定
す
る
「
正
当
な
理
由
」
の
判
断
基
準

に
関
し
、
重
要
な
判
示
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
な
お
、
最
高
裁
平
成
（4
年
９
月
（4
日
判
決
か

ら
３
日
後
に
出
さ
れ
た
最
高
裁
平
成
（4
年
９
月
（7
日

第
三
小
法
廷
判
決（

6
（

は
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
土
地

買
収
に
関
し
、
控
訴
審
判
決
（
仙
台
高
裁
平
成
（（
年

（（
月
（4
日
判
決
）（

7
（

が
、
新
聞
報
道
を
契
機
と
し
て
、

土
地
の
買
収
価
格
が
不
当
に
高
額
で
あ
る
と
し
て
な
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し
た
住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て
、
新
聞
報
道
の
時
か

ら
す
れ
ば
、
２
か
月
余
り
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

「
正
当
な
理
由
」
が
あ
る
と
判
示
し
た
こ
と
に
関
し
、

最
高
裁
平
成
（4
年
９
月
（（
日
判
決
と
同
様
、「
正
当

な
理
由
」
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
「
普
通
地
方
公

共
団
体
の
住
民
が
相
当
の
注
意
力
を
も
っ
て
調
査
す

れ
ば
客
観
的
に
み
て
上
記
の
程
度
に
当
該
行
為
の
存

在
及
び
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
解
さ
れ
る
時

か
ら
相
当
な
期
間
内
に
監
査
請
求
を
し
た
か
ど
う
か

に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。」
と
判
示
し

た
う
え
、
本
件
の
場
合
に
は
、
新
聞
報
道
以
前
に
も

「
予
算
説
明
書
」「
決
算
説
明
書
」
に
も
す
で
に
事
業

費
に
関
す
る
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
以
上
、
新
聞
報

道
の
時
で
は
な
く
、一
般
市
民
が「
予
算
説
明
書
」「
決

算
説
明
書
」
を
閲
覧
出
来
る
時
が
「
相
当
の
注
意
力

を
も
っ
て
調
査
す
れ
ば
客
観
的
に
み
て
当
該
行
為
の

存
在
及
び
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
解
さ
れ
る

時
」
に
該
当
す
る
旨
を
判
示
し
、
一
般
市
民
が
「
予

算
説
明
書
」「
決
算
説
明
書
」
を
閲
覧
出
来
る
時
期

が
い
つ
で
あ
る
か
に
つ
い
て
審
理
す
べ
く
、
控
訴
審

判
決
を
破
棄
し
、
仙
台
高
裁
に
差
し
戻
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

（
３
）
結
論
と
し
て
、
最
高
裁
平
成
（4
年
９
月
（4
日

判
決
と
最
高
裁
平
成
（4
年
９
月
（7
日
判
決
を
対
比
し

て
検
討
す
れ
ば
、
地
方
自
治
法
２
４
２
条
２
項
た
だ

し
書
の
「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
地

方
公
共
団
体
の
情
報
公
開
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て
は
、
出
来

る
限
り
、
情
報
公
開
に
努
め
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ

る
。

（
9
（（
8
（（

１
）最
高
裁
昭
和
5（
年
３
月
（0
日
第
一
小
法
廷
判
決（
民

集
（（
巻
２
号
４
８
５
頁
）。

（
２
）最
高
裁
昭
和
6（
年
４
月
（0
日
第
二
小
法
廷
判
決（
民

集
4（
巻
３
号
２
３
９
頁
）。

（
３
）最
高
裁
平
成
（0
年
６
月
（0
日
第
三
小
法
廷
判
決（
判

例
地
方
自
治
１
７
８
号
９
頁
）
は
、
住
民
訴
訟
の
対

象
と
な
る
の
は
「
公
金
の
支
出
」「
財
産
の
取
得
・
管

理
・
処
分
」「
契
約
の
締
結
・
履
行
」「
債
務
そ
の
他

の
義
務
の
負
担
」「
公
金
の
賦
課
・
徴
収
を
怠
る
事
実
」

「
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
」
に
限
ら
れ
る
旨
を
判
示

し
て
い
る
。

（
４
）
判
例
地
方
自
治
4（
号
（（
頁

（
５
）
判
例
地
方
自
治
（8
号
（6
頁

（
６
）
判
例
地
方
自
治
２
３
７
号
48
頁

（
７
）
判
例
地
方
自
治
２
１
４
号
86
頁

（
８
）最
高
裁
平
成
（7
年
（（
月
（5
日
第
一
小
法
廷
判
決（
判

例
時
報
１
９
２
２
号
67
頁
）
は
、
２
２
０
件
に
も
の

ぼ
る
食
糧
費
の
問
題
で
あ
る
が
、
情
報
公
開
請
求
に

よ
り
関
係
文
書
が
入
手
で
き
た
以
上
、
上
記
関
係
文

書
の
入
手
時
が
「
相
当
の
注
意
力
を
も
っ
て
調
査
す

れ
ば
客
観
的
に
み
て
本
件
各
支
出
に
つ
い
て
監
査
請

求
を
す
る
に
足
り
る
程
度
に
そ
の
存
在
及
び
内
容
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示

し
、
上
記
文
書
の
入
手
時
か
ら
４
か
月
弱
を
経
過
し

た
時
点
で
な
さ
れ
た
住
民
監
査
請
求
を
不
適
法
な
も

の
で
あ
る
と
判
示
し
、
控
訴
審
判
決
を
取
り
消
し
て

い
る
（
な
お
裁
判
官
泉
徳
治
の
反
対
意
見
が
付
さ
れ

て
い
る
。）。

（
９
）
最
高
裁
昭
和
6（
年
判
決
、
最
高
裁
平
成
（4
年
判
決

等
が
判
示
す
る
「
相
当
な
期
間
内
」
の
期
間
に
関
し

て
は
、
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
、
民
事
篇
、
平
成
（4

年
度
（
下
）
６
５
７
頁
に
お
い
て
阪
本
勝
調
査
官
は
、

「
学
説
は
60
日
あ
る
い
は
２
箇
月
を
一
応
の
目
安
に

し
て
」
い
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。


